
森づくりサポート活動
　当行創立７０周年（２００３年10月）を記念し「びわこ地球市民の森（守山市）」で、役職員２,５００名が１０,０００本の苗木を植樹しました。
苗木の生長を促すため、毎年、除草や枝打ちなどのメンテナンス作業をボランティアで実施しています。
　８年目を迎えた２０１１年度は、１，０７０名の役職員が育樹活動に参加しました。

～地球温暖化防止～

ヨシ刈りボランティア
　琵琶湖に自生するヨシ（葦）は、水質を浄化し、魚の産卵場所や水鳥の生息
場所として大きな役割を果たしています。冬場に枯れたヨシを刈り取り、新芽
の生長を促すため、「ヨシ刈りボランティア」を１９９９年から続けています。
　１４年目を迎えた２０１１年度は、近江八幡市と草津市で実施し、役職員
１，１８０名と地元企業６社の社員１４０名が参加しました。
　琵琶湖の生態系におけるヨシの重要性と環境保全への意識を啓発する冬
の一大イベントであり、「環境保全のシンボル」的な活動と位置づけています。

～琵琶湖の環境保全～

ドングリを拾って、
植えて、育てて、植樹し、
メンテナンスをする

ストーリー性のある活動です。

17,580本

植樹したドングリの苗木は、
役職員が自宅や職場で

２年かけて育てたものです。
今では背丈以上に育ち、

ドングリの実をつけています。

～ヨシ群落を“守り、育てる”活動から、ヨシを活用する活動へ～
刈り取ったヨシは、役職員の名刺へと生まれ変わっています。

VOICE ヨシ群落保全団体の声
　当財団では、琵琶湖のヨシ群落保全条例の趣旨を実施するため、１９９９年度よりボランティアによる琵琶湖のヨシの保全活動を、
滋賀銀行さんとともに歩を進めてまいりました。この活動は回を重ねるごとに役職員の皆さんやお取引先を含める形で参加者は増加し、
また滋賀銀行の活動に呼応するように琵琶湖一帯でのさまざまな団体のヨシ保全活動の活性化を促すこととなりました。更に役職員
全員が刈り取ったヨシを名刺に使っていただいていることで地域社会に多大なインパクトを与え、琵琶湖のヨシ紙(製品)の利用も見直
されることとなり、琵琶湖のヨシの保全活動の環が更に拡がることとなっています。今後も、こういった地域の環境保全活動を牽引する
存在であっていただきたいと願っております。

公益財団法人 淡海環境保全財団　田井中 文彦 様

“１人の１００歩より１００人の１歩”の思いで、
役職員一人ひとりが地球市民としての環境意識を持ち、
地域に根ざした環境ボランティアを展開しています。

拡がる環境ボランティアの“環”
わ

環境
ボランティア

20


